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し，北西側は起伏の大きい急峻な地形を呈している (図 2-1-34)。

(2) 地 下 水

支%湖外輪山の北東~南西麓には，広大な緩傾斜地が存在する。これらの地域のほとんどは林

地であり ，林業開発以外の開発はほとんど行われていない。このため，本地域の地下水利用はほ

とんどなく，地下水の賦存状況についても不明な点が多い。

支勿湖周辺の緩傾斜地を構成しているのは主として支坊火山噴出物で，土居(2)によれば，外輪

山南麓で最大 100m のj享さをもっとされており ，山麓一帯で相当な厚さを有していると考えら

れる。本地域の支街火山噴出物については， 山口ほか(3)が 「溶結凝灰岩は難透水層を形成してい

るが，部分的には粗しような岩相を伴い，他に浮石層などの粗しような噴出物を伴っているので

局部的に透水層となり ，小規模な幣水層な形成している」と述べており ，あまり大きな期待はか

けられないとしても開発の余地は存在する ものと考えられる。

(谷岡健貝1])
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15.駒ヶ岳周辺

(1) 地形・地質

駒ヶ岳は道南の渡島半島にあり ，噴火湾に面してそび、える標高 1，140111の活火 山である。駒

ヶ岳の山体はほぼ完全な円錐形を保っており ，山休の周囲には緩傾斜の広大な裾野をもっている。
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図 2-1-35 駒ヶ岳地域地質図

(20万分の l北海道地質図ωを一部改変)
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裾野を含めた駒ヶ岳火山の大きさは南北約 15km，東西約 20kmである。

駒ヶ岳の火山活動は更新世の末期に始まり，歴史時代に入っても活市発な活動を続けている。最

近の活動としては多量の軽石を噴出し，山麓の各部落に大きな被害を与えた 1929年 7月 17 日

~ 9 月 6 日の大噴火が有名である。

駒ヶ岳火山の地質は，山体周辺や山麓部に分布する軽石流堆積物，火砕流堆積物などの火山l噴

出物と駒ヶ岳，砂原岳(標高 1，115m)などの山体を構成する輝石安山岩類からなっている〈図 2-

1-35)。この火山噴出物は，岩相， 噴出時期などにより数枚に区分される。駒ヶ岳西~北麓にお

ける火山I噴出物の厚さは西麓の尾白

内川中流右岸側の地域で約 95m，北

図 2-1-36 駒ヶ岳北1ill地質断面様式図(1)

麓の尾白内部落で約 85mである (1)

100m (図 2-1-36)。駒ヶ岳火山の基盤を構成

標
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しているのは表 2-1-24にも示すよう

に新第三紀中新世~前期更新世の堆積

岩および火山岩類で、ある。

(2) 地下水

駒ヶ岳周辺の地下水については，山

麓部を中心とした調査(1)(3)が行われて

し、る。

表 2-1-24 駒ヶ岳西~北箆の地質庖序

時 代| 地層名沼厚 m) I 岩 質|備 考

現海浜機積物 砂

駒ヶ岳火山灰
火山灰，浮石

第 完新世 J手石流堆積物
話予 岩

安山岩溶岩

沼 尻 庖' 5十 浮石，砂，磯 5m平坦面
一一?

上部火砕流堆積物 4手石，砂，磯

上部裕結凝灰岩 20 安山岩質浴結凝灰岩
四

森 屑 15十 砂， 1燦，浮石，粘土 20 m 平坦函

更新世 下部火砕流堆積物 55+ 火山角磁岩ほか
安山岩質溶岩

段丘堆積物 2.5 砂， 1深 60 m 平坦面

ま包
姫川火砕流土佐積物 10 

火山砂， ~手石

火山角磯岩

尾白内厨 35+ 砂岩，凝灰岩

221叩 I~1i~i*.JÆì |問;凝灰岩
(北海道開発局報告書ωによる〕
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表 2-1-25 試掘調査結果一覧表

試掘井番号 l 2 3 4 5 

位 置
砂原 11可掛j間 森中11汀流尾白右内川岸 国南鉄砂原駅方 森町尾白 内 鹿 部 村ー
開拓地

井戸 口径 (mm) 200 100 75 75 200 

深 度 (m) 65 100 50 120 100 

弁 戸 標 高 (m) 86.15 72.43 37.53 31.06 90.5 

自 然 水 位 (m) 22.15 19.8 10.8 7.5 

0-24立l 。-94m 0-4.2 m 0-11.5 m 。-2m
火山砂磯 火山砂磯 降下111軽石 火火山山砂磯砂

降下軽石
火灰

24-65 m 94-97 m 4.2-50 m l1.5-30.0m 2-100 m 
安 山岩溶岩 細安山岩機交砂り 火山砂磯 終結凝灰治 火火 山山砂磯砂

土il! 質 柱 状
97-100 m 30.0-85.3m 
砂 岩

火火 山山砂磯砂

85.3-120 
砂岩，凝灰岩

(全火局山駒噴出ヶ岳物) (官官官自)(全火屑山駒噴出ヶ岳物) (~駒l噴5.ヶ3出1岳n物火まD では (全火局山駒噴出ヶ岳物) 
.5mまで

12.2-20.3 
43.0-47.0 66.0-77.5 64.0-72.0 

ストレーナ一位置 (m) 35.0-42.5 61.7 -67.2 
51.0-57.0 94.0-97.0 75.0-85.0 

78.2-94.7 

上七湧出ill:(m3/d/m) 2.5 23 40 

7Jc 質 色 度 大 亜営鉛農上廻用，枇水る素基準が
を 。

古江 考 地せ下水存在ず 揚水水量が少験不なく
試能

試掘調査結果は表 2-1-25に示すとおりであるが， 5井のうち 3弁についてはほとんど地下水

を得る ことができず， 残りの 2 井からは比湧出量にして 20~40 m3fdfmの比較的多量の地下水

が得られている。試掘井の大部分がパーカ y ション式機峨で掘られており ，宇野水層の地質区分を

細かく 行うことは不可能であった。 比較的多くの水が得られた NO.4井， No.5井は 60-90m 

の深い部分にスト レーナーをもっのに対し，地下水の全く得られていない No.1井，NO.3井は

ストレーナーの深度が 35-60m と浅い。NO.4井の 11.5m-30.0 m に洛結凝灰岩があり ，こ

れは表 2-1-24に示す上部溶結凝灰岩に対比されると考えられる。したがって， 30m以下の部

分は下部火砕流堆積物に相当すると思われる。

これらの結果から，採取可能な深層地下水は下位の火砕流機積物中の下層部に存在し，上位の

地胞には存在する可能性が少ないと考えられる。ただし，NO.2井のように明らかに下部火砕流

と考えられる地層中にストレーナーをもちながらみるべき揚水量をもたない井戸もある。

深層地下水の水位は表 2-1-25に示すように， 標高 100m以下の地域で は地表下 10-20m 
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と比較的浅いが，鹿部村の標高 210mの地点で行った深さ 100m の地質ポーリ ングで地下水

位が存在しなかったことが報告されており (31，標高の高い地域では相当低いことが予想される。

浅層地下水は，火山l噴出物の表層部に宙水として存在するものが大部分で，場所によっては湧

水として地表に湧出している。これらの浅層地下水は，開拓農家の飲雑用水として広く 利用され

ているが，一般的に開発可能量は小さい。しかし，粗粒の降下軽石屈を帯水層とする場合につい

ては揚水可能量が比較的大きく ，深さ 3m，水深 1m の浅井戸で 20cmの水位降下により 70

m3fdの揚水が可能であった例(1)が報告されている。

(谷岡健則〉
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16.羊蹄 山 麓

(1) 地形 ・地質

羊蹄山は，渡島半島のつけ根に位置し，苦から富士山に似た姿から“エゾ富士"と呼ばれてい

る。

羊蹄山(標高 1，893111)は，活動を開始してから火口の位置を変えずに溶岩を繰り返しl噴出し，

半径約 6k111の範囲に裾野を広げる端正な円錐形のコ ニーデ型の火山である。

羊蹄山の裾野は尻別川と真狩川が環流し， 標高 200-300m の平坦な波状地が洞爺湖方面に広

表 2-1-26 羊蹄山箆地質屑序表

時代 | 地周名|岩 質

扇現物河状床地土お佐積よ物び崖錐堆積
砂，磯，粘土

'7三口， 火山灰，火山岩塊

第
羊蹄火山

新
側火山噴出物

話ft石安山岩，その他

世 羊蹄火山
向上

本体火山噴出物

四 低位段丘堆積物 砂，1i縫，粘土，砂

更 火山灰土，火山砂
兵狩別居

火山灰，スコリアなど

新 中~高位段丘推積物 砂，1竣，火山灰，粘土

紀 留寿都層 火山灰，軽石，火山砂

日1: 栂負山熔岩

模範林熔岩?
:l:1fi石安山岩など

(注〉 斎藤ほか(叫による。

範囲に広がり ，留寿都高原と呼ばれ，生

産性の高い農地となっている。

羊蹄山は，洪積層の台地面を突き破っ

て噴出した火山であり ，基盤は直接には

洪積層である(心。 この洪積層は，東麓に

ある尻別岳を構成する安山岩質の裕岩や

羊蹄山周辺に散在する小溶岩丘を最下位

としている。それらの上を厚く担って留

寿都層，真狩別層，中位および低位段丘

土佐積物が重なる。

留寿都層は，軽石と軽石質火山灰から

なり石英砂と安山岩礁を交え，桃色ない

し白色を呈している。 一部には，軽石磯

火山灰，火山砂などの互層もみられるが，

ほとんど無届理である。

其狩別居は，揚所によ り厚さ，岩相な


